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（１）　2016年11月10日　第1146号 （１０・２５日発行毎月2回発行　　昭和５３年６月２５日　第三種郵便物認可） 「あいちの仲間」は県本部HPでも閲覧可能です

　第7回あいち自治体にはたらく

非正規職員のつどい
  と　き　12月10日（土）　１３時３０分

  ところ　名古屋・金山／労働会館本館　

年
末
一
時
金
等
を
自
治
体
に
要

年
末
一
時
金
等
を
自
治
体
に
要
請請

尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
尾
東
地
区
協
議

　
　
　
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
尾
東
地
区
協
議
会会

単
価
、
事
務
職
で
８
９
０
円
を

９
２
０
円
に
改
善
し
、
人
材
確

保
に
つ
な
げ
て
き
た
。
今
年
は

人
件
費
予
算
１
・
５
％
シ
ー
リ

ン
グ
の
見
直
し
が
あ
る
」
。
尾

張
旭
市
で
は
、
「
職
員
に
と
っ

て
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
を
つ

く
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
仕

事
に
余
裕
や
ゆ
と
り
を
持
て
な

い
と
い
け
な
い
」
な
ど
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　
統
一
要
求
を
２
・
７
ヶ
月
と

し
、
各
単
組
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
（
瀬
戸
２
・
　

ヶ
月
、

51

春
日
井
２
・
７
ヶ
月
、
長
久
手

３
ヶ
月
、
中
水
労
２
・
６
ヶ
月

+
５
万
円
、
春
日
井
給
食
会
３

ヶ
月
）
要
求
し
、　

月
　
日
を

11

15

回
答
指
定
日
に
し
て
い
ま
す
。

　65人が参加して、１０.２９ドクターナース介護

ウェーブ。自治労連医療部会は豊橋市民、豊川

市民、名古屋市民から参加しました。

府
・
自
治
体
が
待
機
児

解
消
・
保
育
士
処
遇
改

善
に
向
け
て
動
か
ざ
る

を
え
な
い
状
況
を
作
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
対
策
は
、

全
く
不
十
分
で
す
。

　
全
保
連
の
実
方
伸
子

さ
ん
は
「
大
切
な
こ
と

は
、
私

た

ち

当

事

者

が
、
主
権
者
と
し
て
声

を
上
げ
、
幅
広
い
関
係

者
や
自
治
体
と
一
緒
に

な
っ
て
運
動
を
広
げ
る

こ
と
で
す
」
と
訴
え
ま

す
。
参
加
者
は
「
保
育

所
を
も
っ
と
！
」
「
保

育

士

を

も

っ

と
！
」

と
、
歌
と
コ
ー
ル
で
銀

座
の
街
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

広
げ
よ
う
！
保
育
署
名

　
県
宛
　
／
　
〆
切

１１

１８

　
国
宛
　
／
　
〆
切

１２

２６

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

　
　
月
１
日
、
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク

11
尾
東
地
区
協
議
会
と
し
て
２
０

１
６
年
末
一
時
金
等
要
請
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
早
朝
宣
伝

を
尾
張
旭
市
や
東
郷
町
で
実
施

し
て
か
ら
、
各
自
治
体
へ
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　
東
郷
町
で
は
、
人
事
課
長
ら

が
対
応
。
「
臨
時
職
員
の
時
給

　
当
局
回
答
の
多
く
は
「
人
事

院
勧
告
に
準
拠
」
な
ど
と
し
て

い
ま
す
が
、
国
の
給
料
表
を
そ

の
ま
ま
適
用
し
て
も
０
・
　

％
17

７
０
８
円
の
官
民
較
差
を
解
消

し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

何
故
な
ら
、
国
の
「
本
府
省
業

務
調
整
手
当
」
２
０
６
円
分
は

地
方
公
務
員
に
は
反
映
さ
れ
な

い
た
め
で
す
。
こ
の
点
を
労
使

で
共
通
の
認
識
と
し
、
賃
金
改東郷町と懇談する要請団

　
す
べ
て
の
労
働
者
の
大
幅
な

賃
上
げ
や
一
時
金
獲
得
、
労
働

法
制
改
悪
阻
止
な
ど
諸
要
求
実

現
を
求
め
て
公
務
民
間
労
働
者

が
　
月
２
日
、
名
古
屋
・
栄
ひ

11
ろ
ば
に
４
０
０
人
が
集
結
。

　
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
・
林

書
記
長
が
情
勢
報
告
し
、
「
公

写真上は、団体交渉で人員要求など職場環

境の改善を求める豊橋市職労。写真右は、

１１.２全県労働者決起集会後のデモ行進。
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善
に
つ
な
げ
る
か
が
今
年
の
確

定
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
。
各
単
組

の
実
情
に
合
わ
せ
て
当
局
に
迫

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
①
給
料

表
の
改
定
上
積
み
（
初
任
給
引

き
上
げ
や
昇
給
・
昇
格
基
準
の

改
定
）
、
②
地
域
手
当
の
引
き

上
げ
（
国
基
準
突
破
、
ゼ
ロ
地

域
を
な
く
す
）
、
③
扶
養
手
当

見
直
し
に
伴
い
、
経
過
措
置
の

延
長
、
④
通
勤
手
当
の
引
き
上

げ
、
⑤
特
殊
勤
務
手
当
の
改
悪

阻
止
や
年
末
年
始
手
当
の
拡
充

⑥
一
時
金
役
職
加
算
の
改
善
。

　
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

よ
い
保
育
を
！
　
　
・
１１

３
大
集
会
が
東
京
・
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
保
護

者
、
保
育
士
な
ど
３
５

０
０
人
が
、
保
育
の
拡

充
を
求
め
て
声
を
上
げ

ま
し
た
。

　
「
保
育
園
落
ち
た
」

の
ブ
ロ
グ
を
き
っ
か
け

に
、
保
育
問
題
が
か
つ

て
な
く
社
会
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
大
き
な
声
は
、
政

務
職
場
の
賃
金
確
定
交
渉
は
こ

れ
か
ら
本
格
化
す
る
。
地
方
格

差
を
拡
大
さ
せ
ず
、
団
結
を
強

め
、
要
求
前
進
を
実
現
し
よ

う
」
と

訴

え

ま

し

た
。
集

会

後
、
会
場
か
ら
矢
場
町
交
差
点

ま
で
、
栄
の
街
を
元
気
に
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。

秋
闘
本

秋
闘
本
番番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
結
強
め
要
求
前
進

団
結
強
め
要
求
前
進
をを

交
渉
の
ポ
イ
ン

交
渉
の
ポ
イ
ン
トト

　
　
秋
季
年
末
確
定
闘
争
は
、
要
求
に
対
す
る
回
答
を
う
け

16
た
交
渉
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
・
公
務
公
共
職
場
に

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
の
３
年
連
続
賃
上
げ
や
人
員
増
等
、

職
場
環
境
改
善
を
勝
ち
取
る
奮
闘
が
集
会
や
地
域
行
動
な

ど
で
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

子どもたちによりよい保育を！ １１.３大集子どもたちによりよい保育を ！　１１.３大集会会



2016年１１月１０日　第1146号 （１０・２５日発行毎月2回発行　　昭和５３年６月２５日　第三種郵便物認可） （2）自治体　あいちの仲間

セット共セット共済済
掛金 病気入掛金　　　　病気入院院
1820円/月 5000円/11820円/月　　　5000円/1日日

　
自
治
労

自
治
労
連連

安くて
安心

も
労
働
組
合
の
存
在
意
義
や
役

割
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
講
義
は
、
全
労
働
中
央

執
行
委
員
の
山
脇
薫
氏
が
「
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
効
あ
る

も
の
に
」
と
題
し
て
講
演
。
労

働
組
合
と
し
て
人
事
当
局
と
の

協
議
を
行
う
こ
と
で
、
職
員
へ

の
不
利
益
防
止
の
徹
底
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
が
守
ら
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
こ
れ
ま
で
漠
然
と
捉
え
て
い

た
」
「
個
々
の
面
接
指
導
や
職

場
ご
と
の
集
団
分
析
が
大
切
」

な
ど
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
へ

の
理
解
が
深
ま
る
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

「希望者には介護認定を」と要望／清須市

●
あ
い
ち
自
治
体
一
般
労
組

　
　
   　
　
  　
（
　
月
５
日
）

11

執

行

委

員

長
　
小
川
　
　
薫

副
執
行
委
員
長
　
鈴
木
　
常
浩

書

記

長
　
中
村
　
泰
久

　
　
　
         ☆

●
瀬
戸
市
職
労
（
　
月
９
日
）

11

執

行

委

員

長
　
上
四
元
直
樹

副
執
行
委
員
長
　
戸
田
く
み
子

　

〃
　

　
和
久
井
一
義

書

記

長
　
進
藤
　
友
之

書

記

次

長
　
大
塚
　
秀
夫

会
　
　
　
　
計
　
秋
田
　
篤
也

し
、
働
き
や
す
い
職
場
を
ど
う

作
る
か
」
と
題
し
て
講
演
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
を
「
べ
か

ら
ず
集
」
と
し
て
受
け
止
め
る

と
職
場
が
窮
屈
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
じ
め
を
四
重
構
造

「
被
害
者－
加
害
者－

観
衆

－

傍
観
者
」
と
し
て
捉
え
、
職

場
内
環
境
「
観
衆
・
傍
観
者
」

の
供
潮
目
僑
を
変
え
、
復
職
し

や
す
い
環
境
に
整
え
る
た
め
に

　
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社

会
保
障
の
施
策
拡
充
を
求
め
毎

年
実
施
し
て
い
る
「
愛
知
自
治

体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
（
愛
知
社
保

協
や
愛
労
連
、
自
治
労
連
な
ど

で
実
行
委
員
会
）
が
　
月
　
日

10

25

か
ら
　
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま

28

し
た
。
介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
・
基
盤
整
備
、
国
保
料
の
引

き
下
げ
・
減
免
、
子
ど
も
医
療

費
の
　
歳
ま
で
の
無
料
化
、
就

18

 仲仲
 間間
のの    声声

単
組
定
期
大

単
組
定
期
大
会会

役
員
紹

役
員
紹
介介

　９月愛知県議会で、厚生労働者の次期介護保険制度改

正による、軽度者（要介護者１・２）が利用する福祉用

具の自己負担化に反対の意見書が採択された。給付見直

しにふれて、「自己負担化となれば、高齢者等の経済的

負担を増大させるだけでなく、必要なサービスの利用が

抑制され、重度化が進展することによって、介護保険給

付費が増大することが懸念される」と指摘している。こ

うした世論に押され、10月 12日厚生労働省は来年提出

の介護保険法改正案に盛り込まない考え方を示した。き

っぱり断念させる運動がさらに必要である。

介護・福祉・医療など社会保障の施策充実を求め介護・福祉・医療など社会保障の施策充実を求めるる
「愛知自治体キャラバン　　　　　　　　　　　　「愛知自治体キャラバン」」

　  ２０１６年１０月２５日～２８日

学
援
助
制
度
の
改
善
な
ど
を
重

点
課
題
に
、
各
自
治
体
を
訪
問

し
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
須
市
で
は
、
介
護
保
険
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て

「
振
り
分
け
を
せ
ず
、
希
望
者

に
は
介
護
認
定
を
」
と
の
要
望

に
対
し
、
「
介
護
認
定
が
出
る

ま
で
の
間
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使

っ
て
い
く
」
と
回
答
。
北
名
古

屋
市
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
に

つ
い
て
「
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

が
中
卒
ま
で
無
料
化
に
し
て
い

る
な
か
、
小
学
生
以
上
の
１
割

負
担
を
一
刻
も
早
く
無
料
に
し

て
ほ
し
い
。
北
名
古
屋
に
住
む

お
母
さ
ん
た
ち
は
悲
し
い
思
い

を
し
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
「
市
長
の
考

え
で
あ
り
、
変
え
ら
れ
な
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
と
も
に
食

欲
の
秋
、
こ
の
ご
ろ
は
旬
が
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
い

に
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
天
野
　
栄
・
名
古
屋
市
職
労
）

●
先
日
、
初
め
て
当
選
し
ま
し

た
！
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
当
た
っ
た
図
書
券
で
「
心

く
ば
り
の
魔
法
」
と
い
う
本
を

買
い
ま
し
た
。
読
書
の
秋
、
た

く
さ
ん
本
読
む
ぞ
―
。

　
（
伊
藤
千
晶
・
豊
橋
市
職
労
）

●
大
き
な
地
震
が
各
地
で
発
生

し
て
お
り
、
東
海
地
方
に
も
来

る
の
で
は
な
い
か
心
配
で
す
。

（
村
川
幸
正
・
春
日
井
市
職
労
）

●
「
あ
い
ち
の
仲
間
」
を
読
ん

で
賃
金
・
人
員
闘
争
な
ど
よ
く

わ
か
り
、
組
織
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
…
。

（
渡
辺
め
ぐ
み
・
豊
川
市
職
労
）

●
　
月
と
な
り
過
ご
し
や
す
い

10
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
行
楽
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

　
　
（
松
井
芳
巳
・
西
尾
市
職
）

職
場
内
の「
観
衆
・
傍
観
者

職
場
内
の「
観
衆
・
傍
観
者
」」

の〝
潮
目
〟を
変
え
る
こ

の〝
潮
目
〟を
変
え
る
こ
とと

　
　
月
　
日
、
自
治
労
連
愛
知

10

27

県
本
部
主
催
の
「
２
０
１
６
年

度
自
治
体
に
働
く
職
員
の
安
全

衛
生
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要介護１・２　保険給付外し見送りへ
　　　　９月愛知県議会で意見書採択

国
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料
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、
安
心
の
介
護
保
障

国
保
料
引
下
げ
、
安
心
の
介
護
保
障
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